




　近年新生児を対象とした先天性代謝異常症のマス・スクリーニングの本格的

な実施により多数のヒスチジン血症患者が発見されている。我々も現在 6名の

本症患者を治療経過観察している。本症の診断のために皮膚ヒスチダーゼ活性

が測定される。しかし LaDu らの方法では 20～30mg の皮膚角質層を必要とする

が新生児・乳児から 2mg 以上の角質層をえることは困難である。また Levy ら

による 1mg の角質層を用いる方法は角質層中のウロカニン酸量によりヒスチダ

ーゼ活性を間接的に測定するものである。そこで我々は 14C-ヒスチジンを用

いて微量な皮膚角質層のヒスチダーゼ活性を測定しうる高感度測定法を開発し

た。この測定法を用いることにより従来困難とされていた保因者の検索が可能

になり、また皮膚ヒスチダーゼの酵素化学的検索も容易になつた。


